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老
人
福
祉
費
に
つ
い
て

民
生
費
社
会
福
祉
費
に
つ
い
て

児
童
福
祉
総
務
費
に
つ
い
て

　（２）

　
３
月
定
例
会
に
市
長
か
ら
出
さ
れ
た
案

件
は
、
平
成
25
年
度
新
庄
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て
の
報
告
等
３
件
、
新
庄
市
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
す
る
諮
問
へ
の
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
等　
及
び
、

消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
へ
増
税
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
、
新
庄
市
施
設
使
用
料
金
の

改
定
に
つ
い
て
等
、
合
計
43
件
で
し
た
。

２
件
承
認
、
１
件
了
承
、
１
件
同
意
、
議

案
40
件
を
可
決
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ　
社
会
福
祉
施
設
等
開
設
準
備
資
金
４

８
０
０
万
円
は
ど
う
い
う
内
容
か

Ａ　
新
設
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
設
に
係
る
交
付
金

で
、
新
庄
市
を
通
し
て
国
か
ら
事
業
者
に

補
助
さ
れ
る
も
の
で
す
。
１
床
当
た
り
60

万
円
の
設
備
費
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

Ｑ　
第
３
子
以
降
児
童
の
保
育
料
免
除
事

業
費
補
助
金
が
マ
イ
ナ
ス
６
１
８
万
円
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
市
の
単
独
事
業
と
し
て
新
規
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。
当
初
、
月
４
万
円
の
補

助
で
18
名
分
、８
６
４
万
円
と
試
算
し
て
、

補
助
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
該
当
者

が
少
な
か
っ
た
た
め
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

Ｑ　
国
保
事
業
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
は
「
原
則
や
め

る
べ
き
だ
」
と
い
う
国
保
運
営
協
議
会
の

答
申
が
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

Ａ　
大
変
重
い
決
断
を
し
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
新
年
度
は
消
費
税
の
増

税
や
農
業
政
策
の
変
換
に
よ
り
補
助
金
の

減
少
が
予
想
さ
れ
、
市
民
生
活
の
負
担
が

増
す
と
思
わ
れ
ま
す
。
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
市
と
し
て
の
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
で

す
。

Ｑ　
国
保
会
計
へ
の
法
定
外
繰
り
入
れ

は
、
な
ぜ
26
年
度
の
当
初
予
算
に
で
は
な

く
25
年
度
の
補
正
で
処
理
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。

Ａ　
当
初
予
算
で
は
歳
入
を
低
め
に
見
積

も
る
傾
向
に
あ
る
が
、
年
度
末
で
は
諸
事

業
の
終
了
、
ま
た
国
県
の
補
助
金
の
確
定

な
ど
で
財
源
が
発

生
す
る
た
め
、
こ

れ
を
国
保
会
計
に

繰
り
入
れ
る
も
の

で
す
。

本
会
議
の
審
議
か
ら

平成25年度一般会計は４億3,630万1千円を追加し、
総 額

165億8,960万9千円に決定

３
月
５
日（
水
）　
開
会

　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
説
明
等
）

　
　
６
日（
木
）　
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
一
般
質
問
５
名
）

　
　
７
日（
金
）　
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
一
般
質
問
４
名
）

　
　
10
日（
月
）　
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
文
教
）

　
　
11
日（
火
）　
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
厚
生
）

　
　
12
日（
水
）　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
13
日（
木
）　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
14
日（
金
）　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
19
日（
水
）　
最
終
日

３
月
定
例
会
の
経
過

何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も

春
は
こ
こ
ろ
が

　
　
　
ウ
キ
ウ
キ
す
る
の
ぉ



（３）　しんじょう市議会だより　№124

議会案第１号
新庄市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定について

政務活動費の減額を廃止
議員の調査研究のために活用する政務活動費について、市の財政状況を考慮して本来議員
一人あたり月額15,000円のところを月額5,000円に減額措置をしていました。このたび、
この減額措置を廃止して本来の月額15,000円に戻す条例を可決しました。議会として住
民の福祉向上に資するため、さらなる調査研究活動に努力していきます。

議案第５号
新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

国民健康保険税の税率を改定
市の国民健康保険事業が、保険給付費の増加や国庫負担金の減少などにより非常に厳しい
状況となっています。このことから、議会においても慎重な協議を重ねた結果、国民健康
保険制度の適正かつ安定的運営を確保するため、国民健康保険税の税率を引き上げる条例
を可決しました。

議案第６号
新庄市立学校施設使用条例の一部を改正する条例の制定について　他

消費税率の引き上げに伴い使用料などを改定
４月１日から消費税率が８％に引き上げられることに伴い、市民プラザ、雪の里情報館、
歴史センターなどの各種公共施設の使用料・手数料、水道料金、下水道料金などを３％相
当額引き上げる条例を可決しました。

議案第24号
平成25年度新庄市一般会計補正予算（第５号）

一般会計の補正予算を可決
４年連続の大雪に対応するための除排雪経費の追加を含め、４億3,630万円の一般会計補
正予算案を可決しました。
 主な事業
　●市有施設整備基金積立金…………………………………………………１億円
　●国民健康保険事業特別会計繰出金…………………………………3,000万円
　●道路の除排雪費…………………………………………………２億4,418万円
　●明倫中学校校舎及び八向中学校体育館耐震補強工事……………6,946万円

平成26年３月定例会とぴっくすととととととととととととととととととととととととととととととぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



　（４）

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
７
事

業
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

予
算
を
審
査
す
る
た
め
、
全
議
員

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
３
月
11
日
、
12
日
、
13

日
の
３
日
間
慎
重
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
交
わ
さ
れ
た
質
疑
の
中

か
ら
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

Ｑ　
市
民
税
、
都
市
計
画
税
、
固

定
資
産
税
の
微
増
予
測
の
根
拠
は

何
か
。

Ａ　
特
別
徴
収
が
進
ん
で
き
て
い

る
こ
と
に
加
え
、家
屋
建
築
の
増
、

工
業
団
地
の
工
場
増
築
等
、
確
実

性
の
高
い
収
納
が
見
込
ま
れ
る
た

め
で
す
。

Ｑ　
お
礼
に
特
産
品
を
送
る
こ
と

な
ど
し
て
、
著
し
く
伸
ば
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市
の
取
り

組
み
姿
勢
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ　
お
礼
品
と
し
て
の
山
形
牛
や

市
民
税
に
つ
い
て

民
生
費
に
つ
い
て

小
学
校
管
理
運
営
事
業
費

と
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

学
校
教
育
指
導
事
業
費

小
中
学
校
へ
の
冷
房
の
設

置
に
つ
い
て

市
民
対
策
費
に
つ
い
て

「
わ
く
わ
く
新
庄
」に
調
理
室

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

一
般
会
計
（
歳
入
）

一
般
会
計
（
歳
出
）

つ
や
姫
が
好
評
で
す
。
よ
り
戦
略

的
な
意
図
を
も
っ
て
制
度
を
活
用

し
、
新
庄
市
の
紹
介
を
強
化
し
て

い
く
予
定
で
す
。

Ｑ　
生
活
扶
助
費
の
増
加
が
目
立

つ
。
受
給
対
象
者
を
増
や
さ
な
い

対
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
１
月
末
時
点
で
１
９
４
世

帯
、
２
６
７
名
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
、
傷
病
者

世
帯
が
半
数
で
す
が
、
近
年
稼
働

年
齢
層
で
あ
っ
て
も
職
に
就
け
な

い
こ
と
で
の
受
給
者
増
が
全
国
的

に
増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
就
労

支
援
等
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
町
内
街
路
灯
の
電
気
料
金
の

内
訳
は
。

Ａ　
各
町
内
会
に
設
置
し
て
あ
る

街
路
灯
、
防
犯
灯
の
料
金
を
ト
ー

タ
ル
し
て
、
地
域
か
ら
の
補
助
申

請
が
あ
れ
ば
３
割
を
補
助
し
ま

す
。
尚
、
修
繕
費
に
関
し
て
の
補

助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
謝
金
の
内
訳
は
。

Ａ　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
14

名
、地
域
学
校
安
全
指
導
員
２
名
、

山
大
教
授
に
よ
る
小
、
中
学
校
の

巡
回
相
談
、
他
に
研
修
会
等
に
当

て
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　
通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検
に

際
し
、ど
の
よ
う
な
使
途
な
の
か
。

Ａ　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
歩
行
者
通

路
等
、
要
望
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に

は
対
処
で
き
な
い
場
合
に
、
路
面

表
示
を
し
て
車
両
や
歩
行
者
に
注

意
喚
起
を
行
い
ま
す
。
他
に
、
児

童
生
徒
の
登
校
時
の
安
全
対
策
と

し
て
交
通
安
全
指
導
員
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地

消
促
進
事
業
補
助
金
と
は
。

Ａ　
小
中
学
校
の
米
飯
給
食
に
関

わ
る
補
助
金
。
週
５
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
約
７
割
の
補
助
。

Ｑ　
教
育
総
務
費
の
各
種
大
会
出

場
補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

Ａ　
昨
年
９
月
の
決
算
特
別
委
員

会
で
、
金
額
が
少
な
い
の
で
は
と

い
う
意
見
を
踏
ま
え
て
増
額
し
ま

し
た
。
３
倍
で
提
案
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
今
年
度
の
見
込
み
を
基

礎
と
し
て
、
今
後
は
宿
泊
費
、
交

通
費
、
大
会
参
加
料
の
半
額
を
補

助
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
小
学
校
管
理
費
、
中
学
校
管

理
費
合
わ
せ
て
２
億
３
千
万
円
計

上
で
冷
房
化
を
進
め
る
よ
う
だ
が
。

Ａ　
児
童
、
生
徒
の
体
調
管
理
を

最
優
先
に
考
え
保
健
室
、
読
書
環

境
の
整
備
と
し
て
図
書
室
に
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
職
員
室
に
、
夜

間
の
事
務
、
夏
季
の
労
働
環
境
の

改
善
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

普
通
教
室
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
地
区
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
で

設
置
の
要
望
が
あ
る
が
プ
ラ
ザ
利

用
を
、
と
言
わ
れ
る
。
厨
房
機
器

を
整
備
し
て
、
地
区
住
民
の
利
便

性
を
図
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
現
在
は
、Ｉ
Ｈ
式
の
湯
沸
し

機
と
調
理
器
具
が
あ
る
が
、
調
理

室
と
い
っ
た
形
に
は
な
り
得
な

い
。
簡
易
的
な
設
備
で
の
対
応
は

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
事
業
内
容
を
詳
し
く
伺
い
た

い
。
市
内
に
防
犯
灯
は
い
く
つ
あ

る
の
か
。

Ａ　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め

る
事
業
で
す
。
市
内
に
は
３
７
６

９
灯
が
あ
り
、
初
年
度
は
市
街
地

２
町
内
の
54
灯
の
改
修
に
取
り
組

み
ま
す
。

Ｑ　
防
災
対
策
推
進
事
業
費
に
よ

る
備
品
購
入
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

Ａ　
非
常
用
発
電
機
、
災
害
用
備

蓄
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
等
を
揃
え

ま
す
。
発
電
機
は
、
中
学
校
区
ご

と
に
学
校
施
設
等
に
１
台
ず
つ
配

置
。
防
災
備
蓄
品
保
管
の
為
に
新

た
に
２
・
９
坪
の
倉
庫
を
建
て
ま

す
。

Ｑ　
６
０
０
万
円
の
う
ち
、
農
と

食
に
よ
る
地
域
の
魅
力
創
造
事
業

補
助
金
３
０
０
万
円
の
使
用
途

は
。

Ａ　
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
県
単
位
の
地
域
の
魅
力
創
造

事
業
補
助
金
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト

事
業
で
、
内
容
は
地
域
の
特
産
品

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
伝
統
食
材
や

レ
シ
ピ
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
材
の

掘
り
起
こ
し
で
す
。
都
会
の
目
線

で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ　
青
年
就
農
給
付
金
の
内
容

は
。

Ａ　
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
45

歳
ま
で
の
人
が
対
象
で
、「
人
、

農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
。
１

名
に
つ
き
年
間
１
５
０
万
円
を
給

付
す
る
も
の
で
、
本
年
度
は
25
名

分
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
生
ご
み
の
堆
肥
製
造
事
業
の

見
直
し
を
図
り
、
農
産
物
の
生
産

力
向
上
に
シ
フ
ト
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
平
成
11
年
か
ら
環
境
保
全
・

地
域
循
環
堆
肥
製
造
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
経
過
を

た
ど
り
、
改
め
て
費
用
対
効
果
等

を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

費
補
助
、
生
活
道
路
排
雪
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　
①
地
域
で
自
ら
行
う
除
雪
作

業
に
対
し
て
の
補
助
。②
私
道
に

消
雪
道
路
を
つ
け
た
い
と
い
う
場

合
に
工
事
費
の
負
担
を
補
助
。③

除
雪
機
械
を
地
区
で
購
入
す
る
場

合
に
補
助
し
ま
す
。

Ｑ　
泉
田
・
二
枚
橋
線
の
防
雪
柵

の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

Ａ　
全
長
約
１
０
０
０
ｍ
の
内
、

26
年
度
は
二
枚
橋
か
ら
約
３
０
０

ｍ
区
間
に
設
置
。
国
の
社
会
整
備

総
合
交
付
金
を
充
当
し
ま
す
。

Ｑ　
事
業
が
継
続
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　
評
判
の
良
い
制
度
で
、
利
用

者
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
１
９
０
件
と
予
想
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
配
慮
し
た
住
宅
の

他
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
克
雪
対

策
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
改
修
し
て
ま
だ
３
年
だ
が
、

屋
内
へ
の
水
漏
れ
が
発
生
し
て
い

る
。
対
策
が
急
務
。

Ａ　
認
識
し
て
い
ま
す
。
２
階
ド

ア
の
改
修
と
、
外
壁
塗
装
に
取
り

組
み
改
善
を
図
り
ま
す
。

１６３億３,４ ４０万円に決定
予
算
特
別
委
員
会



住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

に
つ
い
て

（５）　しんじょう市議会だより　№124

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
７
事

業
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

予
算
を
審
査
す
る
た
め
、
全
議
員

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
３
月
11
日
、
12
日
、
13

日
の
３
日
間
慎
重
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
交
わ
さ
れ
た
質
疑
の
中

か
ら
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

Ｑ　
市
民
税
、
都
市
計
画
税
、
固

定
資
産
税
の
微
増
予
測
の
根
拠
は

何
か
。

Ａ　
特
別
徴
収
が
進
ん
で
き
て
い

る
こ
と
に
加
え
、家
屋
建
築
の
増
、

工
業
団
地
の
工
場
増
築
等
、
確
実

性
の
高
い
収
納
が
見
込
ま
れ
る
た

め
で
す
。

Ｑ　
お
礼
に
特
産
品
を
送
る
こ
と

な
ど
し
て
、
著
し
く
伸
ば
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市
の
取
り

組
み
姿
勢
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ　
お
礼
品
と
し
て
の
山
形
牛
や

循
環
型
堆
肥
製
造
事
業
費

に
つ
い
て

非
常
備
消
防
費

雪
対
策
に
つ
い
て

防
犯
灯
整
備
事
業
費
に
つ

い
て

６
次
産
業
化
推
進
事
業
費

に
つ
い
て

神
室
山
避
難
小
屋
に
つ
い
て

農
業
振
興
費

つ
や
姫
が
好
評
で
す
。
よ
り
戦
略

的
な
意
図
を
も
っ
て
制
度
を
活
用

し
、
新
庄
市
の
紹
介
を
強
化
し
て

い
く
予
定
で
す
。

Ｑ　
生
活
扶
助
費
の
増
加
が
目
立

つ
。
受
給
対
象
者
を
増
や
さ
な
い

対
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
１
月
末
時
点
で
１
９
４
世

帯
、
２
６
７
名
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
、
傷
病
者

世
帯
が
半
数
で
す
が
、
近
年
稼
働

年
齢
層
で
あ
っ
て
も
職
に
就
け
な

い
こ
と
で
の
受
給
者
増
が
全
国
的

に
増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
就
労

支
援
等
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
町
内
街
路
灯
の
電
気
料
金
の

内
訳
は
。

Ａ　
各
町
内
会
に
設
置
し
て
あ
る

街
路
灯
、
防
犯
灯
の
料
金
を
ト
ー

タ
ル
し
て
、
地
域
か
ら
の
補
助
申

請
が
あ
れ
ば
３
割
を
補
助
し
ま

す
。
尚
、
修
繕
費
に
関
し
て
の
補

助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
謝
金
の
内
訳
は
。

Ａ　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
14

名
、地
域
学
校
安
全
指
導
員
２
名
、

山
大
教
授
に
よ
る
小
、
中
学
校
の

巡
回
相
談
、
他
に
研
修
会
等
に
当

て
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　
通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検
に

際
し
、ど
の
よ
う
な
使
途
な
の
か
。

Ａ　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
歩
行
者
通

路
等
、
要
望
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に

は
対
処
で
き
な
い
場
合
に
、
路
面

表
示
を
し
て
車
両
や
歩
行
者
に
注

意
喚
起
を
行
い
ま
す
。
他
に
、
児

童
生
徒
の
登
校
時
の
安
全
対
策
と

し
て
交
通
安
全
指
導
員
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地

消
促
進
事
業
補
助
金
と
は
。

Ａ　
小
中
学
校
の
米
飯
給
食
に
関

わ
る
補
助
金
。
週
５
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
約
７
割
の
補
助
。

Ｑ　
教
育
総
務
費
の
各
種
大
会
出

場
補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

Ａ　
昨
年
９
月
の
決
算
特
別
委
員

会
で
、
金
額
が
少
な
い
の
で
は
と

い
う
意
見
を
踏
ま
え
て
増
額
し
ま

し
た
。
３
倍
で
提
案
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
今
年
度
の
見
込
み
を
基

礎
と
し
て
、
今
後
は
宿
泊
費
、
交

通
費
、
大
会
参
加
料
の
半
額
を
補

助
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
小
学
校
管
理
費
、
中
学
校
管

理
費
合
わ
せ
て
２
億
３
千
万
円
計

上
で
冷
房
化
を
進
め
る
よ
う
だ
が
。

Ａ　
児
童
、
生
徒
の
体
調
管
理
を

最
優
先
に
考
え
保
健
室
、
読
書
環

境
の
整
備
と
し
て
図
書
室
に
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
職
員
室
に
、
夜

間
の
事
務
、
夏
季
の
労
働
環
境
の

改
善
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

普
通
教
室
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
地
区
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
で

設
置
の
要
望
が
あ
る
が
プ
ラ
ザ
利

用
を
、
と
言
わ
れ
る
。
厨
房
機
器

を
整
備
し
て
、
地
区
住
民
の
利
便

性
を
図
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
現
在
は
、Ｉ
Ｈ
式
の
湯
沸
し

機
と
調
理
器
具
が
あ
る
が
、
調
理

室
と
い
っ
た
形
に
は
な
り
得
な

い
。
簡
易
的
な
設
備
で
の
対
応
は

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
事
業
内
容
を
詳
し
く
伺
い
た

い
。
市
内
に
防
犯
灯
は
い
く
つ
あ

る
の
か
。

Ａ　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め

る
事
業
で
す
。
市
内
に
は
３
７
６

９
灯
が
あ
り
、
初
年
度
は
市
街
地

２
町
内
の
54
灯
の
改
修
に
取
り
組

み
ま
す
。

Ｑ　
防
災
対
策
推
進
事
業
費
に
よ

る
備
品
購
入
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

Ａ　
非
常
用
発
電
機
、
災
害
用
備

蓄
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
等
を
揃
え

ま
す
。
発
電
機
は
、
中
学
校
区
ご

と
に
学
校
施
設
等
に
１
台
ず
つ
配

置
。
防
災
備
蓄
品
保
管
の
為
に
新

た
に
２
・
９
坪
の
倉
庫
を
建
て
ま

す
。

Ｑ　
６
０
０
万
円
の
う
ち
、
農
と

食
に
よ
る
地
域
の
魅
力
創
造
事
業

補
助
金
３
０
０
万
円
の
使
用
途

は
。

Ａ　
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
県
単
位
の
地
域
の
魅
力
創
造

事
業
補
助
金
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト

事
業
で
、
内
容
は
地
域
の
特
産
品

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
伝
統
食
材
や

レ
シ
ピ
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
材
の

掘
り
起
こ
し
で
す
。
都
会
の
目
線

で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ　
青
年
就
農
給
付
金
の
内
容

は
。

Ａ　
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
45

歳
ま
で
の
人
が
対
象
で
、「
人
、

農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
。
１

名
に
つ
き
年
間
１
５
０
万
円
を
給

付
す
る
も
の
で
、
本
年
度
は
25
名

分
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
生
ご
み
の
堆
肥
製
造
事
業
の

見
直
し
を
図
り
、
農
産
物
の
生
産

力
向
上
に
シ
フ
ト
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
平
成
11
年
か
ら
環
境
保
全
・

地
域
循
環
堆
肥
製
造
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
経
過
を

た
ど
り
、
改
め
て
費
用
対
効
果
等

を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

費
補
助
、
生
活
道
路
排
雪
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　
①
地
域
で
自
ら
行
う
除
雪
作

業
に
対
し
て
の
補
助
。②
私
道
に

消
雪
道
路
を
つ
け
た
い
と
い
う
場

合
に
工
事
費
の
負
担
を
補
助
。③

除
雪
機
械
を
地
区
で
購
入
す
る
場

合
に
補
助
し
ま
す
。

Ｑ　
泉
田
・
二
枚
橋
線
の
防
雪
柵

の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

Ａ　
全
長
約
１
０
０
０
ｍ
の
内
、

26
年
度
は
二
枚
橋
か
ら
約
３
０
０

ｍ
区
間
に
設
置
。
国
の
社
会
整
備

総
合
交
付
金
を
充
当
し
ま
す
。

Ｑ　
事
業
が
継
続
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　
評
判
の
良
い
制
度
で
、
利
用

者
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
１
９
０
件
と
予
想
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
配
慮
し
た
住
宅
の

他
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
克
雪
対

策
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
改
修
し
て
ま
だ
３
年
だ
が
、

屋
内
へ
の
水
漏
れ
が
発
生
し
て
い

る
。
対
策
が
急
務
。

Ａ　
認
識
し
て
い
ま
す
。
２
階
ド

ア
の
改
修
と
、
外
壁
塗
装
に
取
り

組
み
改
善
を
図
り
ま
す
。

平成26年度一般会計予算案は
総 

額
総
額１６３億３,４ ４０万円に決定

　イス１グランプリ実行委員会負担金70万円を減額する修正案を提出しました。
　近年は市の財政状況が上向きになったとはいえ、これまで財政再建において市
民が関わる多くのイベントなどが廃止や縮小されてきたことを考えれば、新規の
事業は慎重に行なうべきと考えます。
　昨年開催されたイス１グランプリは大変好評でありましたが、市に与える経済
効果や今後の事業の見通しなどの検証がなされていないと修正動議が提出され、
賛成多数で修正案を可決しました。
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民が関わる多くのイベントなどが廃止や縮小されてきたことを考えれば、新規の民が関わる多くのイベントなどが廃止や縮小されてきたことを考えれば、新規の民が関わる多くのイベントなどが廃止や縮小されてきたことを考えれば、新規の民が関わる多くのイベントなどが廃止や縮小されてきたことを考えれば、新規の
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平成26
年度

　  予算
案に異議！
修正案
を
可 決

修正案修正案修正案修正案修正案
を
可 決



　（６）

議案に対する議員の賛否

新庄市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について
新庄市立学校施設使用条例の一部を改正
する条例の制定について
新庄市民文化会館設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
新庄市公民館設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
新庄市雪の里情報館設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市体育施設設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
新庄市屋内ゲートボール場設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市都市公園条例の一部を改正する条
例の制定について
新庄市廃棄物の処理及び清掃に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
新庄市火葬場設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市昭和活性化センター設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※以下の審議された議案は賛否が分かれたものです。
　○　→　賛成　　●　→　反対

３月定例会で審議された議案等
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

了承

承認

了承

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

第１号

第２号

第３号

第１号

第１号

第２号

第３号

第４号

第９号

第20号

新庄市土地開発公社の経営状況の報告に
ついて
平成25年度新庄市一般会計補正予算（第
４号）の専決処分の承認について
新庄市新型インフルエンザ等対策行動計
画について
人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて
新庄市特別職の職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例の設定について
新庄市市税条例の一部を改正する条例の
制定について
新庄市社会教育委員条例の一部を改正す
る条例の制定について
新庄市体育館等の管理を行わせる指定管
理者の指定について
新庄市生涯学習センター設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制定
について
新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正
する条例の制定について

報告

諮問

議案

可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

第24号
第25号

第26号

第27号

第28号

第29号

第30号

第33号

第36号

第37号

第40号

第１号

第２号

議会案

平成25年度新庄市一般会計補正予算（第５号）
平成25年度新庄市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第３号）
平成25年度新庄市公共下水道事業特別
会計補正予算（第３号）
平成25年度新庄市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第３号）
平成25年度新庄市介護保険事業特別会
計補正予算（第３号）
平成25年度新庄市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第２号）
平成25年度新庄市水道事業会計補正予
算（第３号）
平成26年度新庄市交通災害共済事業特
別会計予算
平成26年度新庄市営農飲雑用水事業特
別会計予算
平成26年度新庄市介護保険事業特別会
計予算
平成25年度新庄市一般会計補正予算（第６号）

新庄市議会政務活動費の交付に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
消費税の軽減税率の導入を求める意見書

【議会提出】
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佐
藤
　
悦
子

下
山
　
准
一

小
野
　
周
一

平
向
　
岩
雄

佐
藤
　
卓
也

髙
橋
富
美
子

遠
藤
　
敏
信

小
関
　
　
淳

沼
澤
　
恵
一

奥
山
　
省
三

伊
藤
　
　
操

森
　
　
儀
一

山
口
　
吉
靜

新
田
　
道
尋

清
水
　
清
秋

小
嶋
　
冨
弥

佐
藤
　
義
一

石
川
　
正
志

議案等
番　号

採

決

結

果

会　　　派　　　名 絆　　の　　会 開　成　の　会 市明・公明クラブ
会派に
属さな
い議員

新庄市エコロジーガーデン設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市駅前ふれあい広場の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市農業集落排水処理施設設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
新庄市下水道条例の一部を改正する条例
の制定について
新庄市水道給水条例の一部を改正する条
例の制定について

平成26年度新庄市一般会計予算

平成26年度新庄市国民健康保険事業特
別会計予算
平成26年度新庄市公共下水道事業特別
会計予算
平成26年度新庄市農業集落排水事業特
別会計予算
平成26年度新庄市後期高齢者医療事業
特別会計予算

平成26年新庄市水道事業会計予算

「特定秘密の保護に関する法律」の廃止
を求める意見提出についての請願

新聞の軽減税率に関する請願書

議　案
第18号
議　案
第19号
議　案
第21号
議　案
第22号
議　案
第23号
議　案
第31号
議　案
第32号
議　案
第34号
議　案
第35号
議　案
第38号
議　案
第39号
請　願
第１号
平成25年
請願第6号

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

不採択

不採択

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

※議長は採択に参加しません。

請願の審議結果
件　　　名 請　願　者 紹介議員 結　果
新聞の軽減税率
に関する請願書

「特定秘密の保
護に関する法
律」の廃止を求
める意見書提出
について
労働者保護ルー
ル改悪反対を求
める意見書提出
を求める請願

新庄市金沢前野2011－1
㈲山形新聞新庄専売所
所長　庄司　一也　他

新庄市大手町2－60
最上地区平和センター
議長　佐藤　勝幸

新庄市大手町2－60
連合山形新庄最上地域
協議会
議長　渡辺　裕一

遠藤敏信

伊藤　操

小関　淳

不 採 択

不 採 択

継続審査

議員発議による意見書の提出
☆消費税の軽減税率の導入を求める意見書

　第180回通常国会において、社会保障と税の一体
改革関連法が成立し、地方消費税を含む消費税の税
率が平成26年４月に８％、平成27年10月には
10％まで引き上げられることが決まった。
　しかしながら、消費税率の引き上げは、低所得世
帯をはじめとする一般家庭の家計への影響が懸念さ
れ、また、欧米諸国においても、食料品、日用品、
一定の要件を備えた出版物等の生活必需品に対して
軽減税率が導入されているところであり、一律に消
費税の引き上げを行うことには議論があるところで
ある。
　よって、国においては、低所得者等に配慮した税
負担の軽減を図るとともに、地方への影響を少なく
するため、下記の措置を講じられるよう強く要望す
るものである。

１．消費税増税にあたり複数税率を導入する
こと。

　　◇提出先　内閣総理大臣・財務大臣

引
き
上
げ
は

つ
ら
い
の
ぉ
ー



　（８）

一 般 質 問
一般質問は、３月６日と７日の２日間、９名の議員が行いました。
質問の要旨は、質問者の原稿のとおり掲載しました。

３月定例会一般質問の質問者と質問事項
小　関　　　淳
１．子育て支援医療制度について
２．小・中学校の私費（保護者）負担と公費負担
の区分などについて

３．スクールバスの保護者負担について
４．保護者の意見を反映させる仕組みづくりについて
伊　藤　　　操
１．高齢者へのわかりやすい応対について
２．高齢者の社会参画支援について
３．「地域の健康づくり」をテーマとした地域リー
ダー講座の在り方について

４．健康福祉推進員の役割について
平　向　岩　雄
１．持続可能な地域農業の実現を
２．農業の６次産業化の推進について
３．産米の消費拡大に関する条例の制定について
４．老人クラブの育成に対する支援について
佐　藤　卓　也
１．山形ディスティネーションキャンペーン（DC）
について

２．インバウンド誘致について
３．若者園芸実践塾（勇気塾）について

４．エコロジーガーデンからのまちづくりについて
５．Facebook（フェイスブック）の今後の活用
について

奥　山　省　三
１．空き家に関する条例について
２．情報開示について
山　口　吉　靜
１．市営住宅の整備基準について
２．ふるさと納税制度の活用と今後のあり方について
３．子ども安心カードの導入について
４．コンビニでの証明書交付について
５．婚活事業について
髙　橋　富美子
１．がん対策推進基本計画の取り組みについて
２．医療・介護サービスについて
３．子育て支援について
４．生涯学習センターの充実について
小　野　周　一
１．議会答弁の検討事項について
２．新たな農業政策について
３．消防団組織の充実について
佐　藤　悦　子
１．消防団の待遇改善について問う
２．子どもの医療費無料化の対象年齢の引き上げ
について

３．子ども・子育て支援新制度の問題点について
の見解と対応を問う

４．いじめ問題について

◎
新
庄
市
か
ら
、
子
育
て

環
境
の
充
実
し
た
他
の
自

治
体
な
ど
へ
の
人
口
流
出

が
止
ま
ら
な
い
よ
う
だ
。

ま
ず
は
「
子
育
て
支
援
医

療
制
度
」
を
他
の
自
治
体

並
み
に
充
実
さ
せ
、
子
育

て
環
境
を
整
え
る
べ
き
で

は
。

市
長　
本
市
で
は
、
市
単

独
の
制
度
と
し
て
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
外
来
診
療
分
の
窓
口
負
担

に
つ
い
て
助
成
対
象
と
す
る
拡
充

を
行
っ
て
い
ま
す
。
26
年
度
に
お

い
て
は
、
第
３
子
以
降
児
童
の
保

育
料
免
除
事
業
や
児
童
の
数
に
応

じ
た
定
住
促
進
住
宅
の
家
賃
軽
減

な
ど
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
強

化
は
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
状

況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
消
費
税
増
税
に
よ
り
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
は
増
加
す
る
。
曖
昧
な
学
校
で

の
公
費
負
担
と
私
費
（
保
護
者
）
負
担
を

「
学
校
徴
収
金
事
務
規
定
」
な
ど
で
わ
か

り
や
す
く
し
、
極
力
私
費
負
担
を
軽
減
す

べ
き
で
は
。

教
育
長　
学
校
徴
収
金
事
務
規
定
に
つ
い

て
は
、
公
費
と
私
費
の
区
分
を
明
確
に
規

定
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
主

に
は
学
校
納
入
金
の
適
正
か
つ
効
率
的
な

執
行
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。
本
市
で

は
、
学
校
毎
に
会
計
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
て
適
正
な
執
行
を
図
っ
て
い
ま

す
。
本
市
の
教
育
活
動
費
に
か
か
る
予
算

確
保
に
あ
た
っ
て
は
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト

両
面
で
の
充
実
を
図
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
子
ど
も
達
の
教
育
活
動
が
更

に
充
実
す
る
よ
う
教
育
予
算
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が

結
果
的
に
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

小　関　　　淳　議員

『いつ、子育て環境をより充実させるのか』



（９）　しんじょう市議会だより　№124

◎
高
齢
者
の
安
心
な
生
活
の
た
め

に
は
市
か
ら
の
情
報
の
細
や
か
な

伝
達
も
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
難
し
く
て
説
明
さ
れ
て

も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
が
多
い

の
が
実
情
で
す
。
こ
の
課
題
に
ど

の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

市
長　
高
齢
者
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
広
報
紙
な
ど
で
は
、
図
表
の

掲
載
や
一
部
文
字
を
大
き
く
す
る

な
ど
、
見
や
す
く
理
解
し
や
す
く

す
る
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま

す
。
窓
口
や
電
話
で
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
つ
い
て
も
、
分
か
り
や

す
く
丁
寧
な
説
明
は
大
切
で
あ
る

と
考
え
、
接
遇
研
修
も
毎
年
複
数

回
実
施
し
、
分
か
り
や
す
い
説
明

や
場
合
に
よ
っ
て
は
方
言
を
使
う

な
ど
の
接
遇
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
高
齢
者
を
は
じ
め

市
民
の
皆
さ
ん
が
相
談
し
や
す
い

環
境
整
備
、
わ
か
り
や
す
い
行
政

情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
元
気
な
高
齢
者
の
社
会
参
画
や
就
労
を

望
む
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
市
で
は
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　
高
齢
者
の
社
会
参
画
の
あ
り
方
と

し
て
代
表
的
な
も
の
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
も
含
め
て

高
齢
者
自
ら
が
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

活
動
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
情

報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
面
で
は
先

進
地
で
の
取
り
組
み
等
を
研
究
し
な
が
ら

元
気
で
生
き
が
い
を
持
て
る
仕
組
み
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
就
労
支
援
に

関
し
て
は
本
市
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
就
労
支
援
は
若
年
層
の
就
労

機
会
の
確
保
と
相
反
す
る
難
し
い
側
面
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
本
市
の
農
業
は
、
稲
作
依
存
度

が
県
内
13
市
中
最
も
高
く
、
複
合

化
率
が
低
い
た
め
、
減
反
や
米
価

の
下
落
で
、
農
業
経
済
は
勿
論
、

地
域
経
済
も
低
迷
の
一
途
で
あ

る
。ポ
ス
ト
減
反
の
時
代
に
備
え
、

市
が
支
援
し
て
農
業
の
複
合
化
を

推
進
す
べ
き
だ
。

市
長　
本
市
で
は
、
水
田
農
業
の

担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
効
率

的
で
計
画
的
な
米
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
農
地
の
利
用
集
積
を
加
速

化
し
な
が
ら
、施
設
野
菜
や
園
芸
、

畜
産
の
導
入
等
、
農
業
経
営
の
複

合
化
に
よ
り
農
業
収
入
の
向
上
と

経
営
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
推

進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

複
合
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、Ｊ

Ａ
と
協
議
し
て
決
定
し
た
振
興
作

物
の
生
産
に
関
す
る
機
械
や
施
設

等
の
導
入
に
つ
い
て
事
業
費
の
半

分
が
助
成
さ
れ
る
よ
う
補
助
を
行

い
生
産
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
続
き
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
生
産
者
の

要
望
を
把
握
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

◎
地
域
農
業
再
生
を
後
押
し
す
る
と
い
う

農
業
の
６
次
産
業
化
推
進
法
に
基
づ
き
、

国
や
県
の
施
策
を
活
用
し
て
、
所
得
確
保

に
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

市
長　
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、
所
得

拡
大
や
雇
用
の
創
出
に
お
い
て
非
常
に
有

効
な
手
法
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
特

産
品
開
発
や
事
業
化
に
向
け
た
研
修
会
を

開
催
し
た
り
、
商
品
の
開
発
を
進
め
る
た

め
関
係
課
並
び
に
県
と
協
議
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
事
業
支
援
に
つ
い
て
も
受

け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

農
商
工
、
消
費
者
、
流
通
部
門
の
関
係
団

体
が
連
携
し
、
専
門
家
の
助
言
・
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
商
品
の
開
発
か
ら
販

路
の
開
発
に
至
る
６
次
産
業
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

一般質問

伊　藤　　　操　議員

平　向　岩　雄　議員

『活力ある高齢社会に向けて』

『持続可能な地域農業の実現を』
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一般質問

◎
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
が
施
行
さ
れ
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
そ
の
現
状
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
放
置
さ

れ
て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
条

例
の
実
効
性
も
含
め
て
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　
条
例
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

空
き
家
と
し
て
市
が
把
握
し
て
い

る
件
数
は
４
６
３
件
あ
り
、
そ
の

う
ち
、
更
地
に
な
っ
た
も
の
、
活

用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
た
２

月
末
時
点
で
把
握
し
て
い
る
件
数

は
３
２
６
件
で
す
。
条
例
施
行
後

に
文
書
で
の
指
導
書
を
43
件
に
送

付
し
、
そ
の
う
ち
16
件
の
回
答
や

反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
６
件
が
更

地
、
２
件
が
前
向
き
な
回
答
、
２

件
が
管
理
者
が
明
ら
か
に
な
る
な

ど
の
進
展
も
あ
り
ま
し
た
が
、
関

係
者
側
で
対
応
し
た
く
て
も
費
用

を
捻
出
で
き
な
か
っ
た
り
相
続
放

棄
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
何
の
反
応
も
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
今
後
も
調
査
を
継
続
し
て
関
係
者

に
対
し
て
指
導
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
市
が
出
資
し
て
い
る
第
３
セ
ク
タ
ー
の

決
算
に
つ
い
て
、
情
報
を
開
示
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
如
何
で
す
か
。
ま
た
開
示

し
な
い
理
由
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

市
長　
具
体
的
な
情
報
開
示
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
決
算
資
料
に
お

い
て
「
第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
状
況
及

び
市
の
財
政
的
支
援
状
況
」
と
し
て
公
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
お
け
る
第

３
セ
ク
タ
ー
の
団
体
に
対
し
て
は
、
い
ず

れ
も
債
務
保
証
や
損
失
補
償
等
の
債
務
負

担
は
行
っ
て
お
ら
ず
報
告
団
体
に
該
当
し

な
い
も
の
で
す
。
本
市
の
出
資
す
る
第
３

セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
内
容
の
把
握
を
行

う
と
と
も
に
健
全
な
企
業
活
動
が
行
わ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
山
形
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す

が
、新
庄・最
上
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
各
団
体
と
ど
の
よ

う
に
連
携
し
、
取
り
組
ま
れ
て
い

く
の
で
す
か
。

市
長　
本
県
で
は
10
年
ぶ
り
６
回

目
の
開
催
と
な
る
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
新
庄
・
最
上
地
域
の

観
光
資
源
や
食
文
化
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。
関
係
団
体
と
と
も
に
当
地
域

を
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
お
も
て
な

し
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
官
民
一
体
と

な
っ
て
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

継
続
的
な
誘
客
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
最
上
地
域
観
光
協
議
会
に

観
光
誘
客
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
配

置
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
旅
行

商
品
の
企
画
・
開
発
・
売
り
込
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
き
っ
か
け
に

青
山
学
院
大
学
総
合
文
化
政
策
学
部
と
協

定
を
結
び
ま
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

発
展
さ
せ
交
流
を
広
げ
て
い
く
の
で
す

か
。

市
長　
平
成
21
年
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン

を
拠
点
と
し
て
始
ま
っ
た
同
校
黒
石
研
究

室
の
活
動
は
、
中
心
市
街
地
や
農
村
部
の

郷
倉
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
へ
と
、

研
究
は
建
造
物
か
ら
地
域
の
歴
史
・
文
化

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
新
た
な
視
点
で
の

提
案
を
い
た
だ
く
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
多

大
な
貢
献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11

月
に「
地
域
づ
く
り
の
や
ま
が
た
景
観
賞
」

を
受
賞
し
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
、

「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
と
し
て
保

存
登
録
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
大
学

生
の
皆
さ
ん
と
多
く
の
市
民
が
交
流
す
る

こ
と
を
期
待
し
、
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り

多
方
面
で
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え

ま
す
。

奥　山　省　三　議員

佐　藤　卓　也　議員

『空き家等の現状について』

『新庄・最上の魅力を発信するために!!』
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◎
男
女
が
語
り
合
え
る
機
会
で
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
開
催
す
れ

ば
、
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
結
婚

す
る
こ
と
で
子
供
が
生
ま
れ
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

市
長　
本
市
の
婚
活
事
業
は
最
上

８
市
町
村
の
民
間
と
行
政
か
ら
構

成
さ
れ
る
最
上
広
域
婚
活
実
行
委

員
会
に
参
加
し
て
お
り
、
今
年
度

は
５
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
最
上
地
域
の
企
業
の
婚
活
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
今
後
の
活
動
の
基
礎
資
料
と

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
事
業
結
果

を
整
理
し
た
上
で
の
課
題
や
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
を

来
年
度
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◎
高
齢
者
に
は
、
市
役
所
は
遠
く

感
じ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
コ
ン
ビ
ニ
で
の

各
種
証
明
書
交
付
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
高
齢
者
の
方
な
ど
は
、
委
任
状
に

よ
り
家
族
な
ど
代
理
の
方
が
住
民
票
の
写

し
等
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
仕
事
の
都
合
な
ど
で
時
間
内
に
来
庁

で
き
な
い
方
に
は
、
電
話
を
い
た
だ
け
れ

ば
午
後
７
時
ま
で
時
間
外
窓
口
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
全
国
市
区
町
村
の
う

ち
４
・
６
％
81
市
区
町
村
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
課
題
も
あ

り
全
国
的
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要
と
な

り
財
政
的
に
も
相
応
の
負
担
が
生
ず
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
現
時
点
で
は
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
つ
い
て
は
時
期
尚
早
と
判
断
し
、

今
後
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
後
の
状
況
を
見
き
わ
め
判
断
し
て
い
き

ま
す
。

◎
わ
く
わ
く
新
庄
に
は
調
理
室
が

な
く
不
便
で
あ
り
、
避
難
所
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
設
備
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
市
で
は
ど
の
様
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　
わ
く
わ
く
新
庄
は
、
平

成
10
年
に
開
設
し
ま
し
た
が
、
建

設
当
時
の
認
可
の
条
件
の
中
に
調

理
室
の
設
置
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
利

用
者
か
ら
、
調
理
室
が
あ
れ
ば
便

利
だ
と
い
う
声
は
伺
っ
て
い
ま

す
。
市
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設

と
し
て
環
境
整
備
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
市
と
し
て
の
基
本
的
な

考
え
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
ど
の
程
度
の
設

備
が
必
要
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て

総
合
的
に
考
え
、
簡
易
的
な
設
備

で
補
え
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◎
超
高
齢
社
会
の
到
来
に
備
え
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
が

急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
と
課
題

及
び
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

市
長　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
支
援
体
制
で
す
。
本
市
に
お
け
る
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
取
組
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
軸
と
し
、
総
合
相
談
支
援
、
介

護
予
防
支
援
等
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
体
制
強
化
と
見
直
し
が
予
定
さ

れ
る
地
域
支
援
事
業
へ
の
対
応
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
介
護
予
防
事
業
、
お
む

つ
支
給
事
業
、
冬
期
生
活
支
援
事
業
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
見
込
ま
れ
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
な
ど
地
域
資
源
の

効
果
的
な
活
用
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

山　口　吉　靜　議員

髙　橋　富美子　議員

『人口減少に歯止めを』

『生涯学習センターの充実を』

一般質問
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◎
県
内
で
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
が
小
３
ま
で
と
い
う
の
は
、

新
庄
市
だ
け
で
す
。
そ
の
上
窓
口

負
担
が
あ
る
の
も
少
な
い
で
す
。

年
齢
を
引
き
上
げ
、
完
全
無
料
化

を
広
げ
て
は
、
い
か
が
で
す
か
。

市
長　
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

事
業
の
他
に
、
認
可
外
保
育
施
設

支
援
事
業
や
第
３
子
以
降
の
児
童

の
保
育
料
免
除
事
業
な
ど
他
市
町

村
で
実
施
し
て
い
な
い
支
援
施
策

も
展
開
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
整
備
を
図
る
う
え
で
も
重
要
か

つ
有
効
な
支
援
策
の
一
つ
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
対
象
年
齢
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
今
後
の
県
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
本
市

が
行
う
他
の
子
育
て
支
援
施
策
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
う
え
で

判
断
し
て
い
き
ま
す
。

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で
は
、

保
育
の
必
要
量
の
認
定
が
あ
り
、
必
要
量

を
超
え
た
ら
、
全
額
保
護
者
負
担
に
な
る

の
で
は
。
待
機
児
童
を
な
く
す
た
め
、
認

可
保
育
所
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
新
制
度
で
は
保
育
所
や
幼
稚
園
等

に
入
所
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市

に
申
請
し
て
い
た
だ
き
保
育
の
必
要
性
の

認
定
を
受
け
、
認
定
結
果
に
応
じ
て
希
望

す
る
施
設
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
現
行
制
度

の
水
準
を
基
本
と
し
、
所
得
階
層
、
利
用

時
間
の
長
短
の
区
分
ご
と
に
負
担
を
設
定

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
全
額

自
己
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
待
機
児
童

対
策
と
し
て
、
新
制
度
に
向
け
幼
稚
園
の

認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
と
い
っ
た
新
た

な
動
き
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
公
立
保

育
所
が
担
う
役
割
や
少
子
の
動
向
な
ど
を

考
慮
し
た
う
え
で
判
断
い
た
し
ま
す
。

◎
市
政
発
展
を
願
う
市
民
を
代
表

す
る
議
員
の
一
般
質
問
に
対
し

て
、「
今
後
検
討
・
協
議
を
す
る

と
終
わ
る
答
弁
が
あ
り
ま
す
。
答

弁
に
責
任
を
負
い
、
検
討
・
協
議

事
項
の
経
過
を
議
会
に
報
告
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
本
市
と
し
て
の
方
針
が
定

ま
り
、
一
定
の
結
論
が
出
て
い
る

質
問
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
答
弁

で
き
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は

予
算
の
面
や
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
不
確
定
な
部
分
が
あ
り
ま
す

と
「
検
討
し
ま
す
」
と
か
「
協
議

し
ま
す
」
と
の
答
弁
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
答
弁

の
場
合
、
経
緯
等
の
確
認
や
質
問

が
あ
れ
ば
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
同
様
に
、

随
時
、報
告
・
説
明
い
た
し
ま
す
。

◎
消
防
団
員
の
報
酬
年
額
は
平
成

９
年
以
降
条
例
の
改
正
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
処
遇
の
改
善
が
必
要
で

す
。
国
に
お
け
る
報
酬
年
額
の
算
定
基
準

や
周
辺
町
村
と
比
較
検
討
し
、
改
正
が
必

要
な
時
期
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
お
考
え

か
。

市
長　
本
市
の
消
防
団
に
は
報
酬
の
ほ
か

出
場
、
訓
練
、
警
戒
手
当
を
年
額
で
支
給

し
て
い
ま
す
。
新
庄
最
上
地
区
の
町
村
と

比
較
し
ま
す
と
若
干
額
が
低
い
状
況
で

す
。
消
防
団
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
防

災
体
制
の
強
化
の
２
つ
を
基
本
的
施
策
と

し
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
平
成

25
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
「
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関

す
る
法
律
」の
趣
旨
や
他
市
町
村
の
動
向
、

消
防
委
員
会
の
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
処
遇
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一般質問

佐　藤　悦　子　議員

小　野　周　一　議員

『子どもの医療費完全無料化の拡大を』

『的確な議会答弁を』
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○
日
程　
１
月
23
日
〜
１
月
24
日

○
議
員

　
石
川　
正
志　
高
橋
富
美
子

　
沼
澤　
恵
一　
小
野　
周
一

　
清
水　
清
秋　
小
関　
　
淳

　
新
田　
道
尋　
下
山　
准
一

○
視
察
地
及
び
項
目

　
１
．
埼
玉
県
朝
霞
市

　
　
　
総
合
窓
口
化
に
つ
い
て

　
２
．
東
京
都
武
蔵
野
市

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
に
つ
い
て

○
所
感

　

 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

推
進
、
正
確
な
事
務
処
理
と
親
切

な
接
客
、
そ
し
て
受
付
・
処
理
の

迅
速
化
を
目
標
に
掲
げ
、
市
民
の

利
便
性
と
満
足
度
を
高
め
る
た
め

平
成
19
年
４
月
に
総
合
窓
口
を
設

置
し
て
い
る
埼
玉
県
朝
霞
市
を
訪

れ
、
視
察
を
行
っ
た
。

　
こ
こ
で
朝
霞
市
と
新
庄
市
を
比

較
し
な
が
ら
今
回
の
視
察
を
検
証

し
て
み
る
。

　
朝
霞
市
の
場
合
、
新
庄
市
で
い

う
市
民
課
、
税
務
課
、
健
康
課
、

成
人
福
祉
課
、
子
育
て
推
進
課
、

学
校
教
育
課
が
同
じ
窓
口
に
あ
る

た
め
、
子
育
て
世
代
が
転
入
し
た

場
合
、住
民
異
動
、入
学
手
続
き
、

子
育
て
支
援
等
の
手
続
き
が
一
ヶ

所
で
済
む
。
新
庄
市
の
場
合
は
、

転
入
・
転
出
が
多
い
時
期
（
３
月

25
日
〜
４
月
８
日
）
に
集
中
窓
口

を
設
置
し
、
十
分
な
対
応
が
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
朝
霞
市
で
は
、

受
付
か
ら
３
分
以
内
で
手
続
き
を

終
了
さ
せ
る
と
伺
っ
た
が
、
本
市

の
場
合
、
比
較
的
時
間
の
か
か
る

戸
籍
関
係
に
お
い
て
も
概
ね
５
分

程
度
で
済
む
の
で
、
市
民
の
皆
様

が
イ
ラ
イ
ラ
ま
で
至
ら
な
い
の
で

は
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民

票
の
写
し
の
発
行
数
を
見
る
と
朝

霞
市
、
約
３
９
、
０
０
０
件
、
新

庄
市
約
１
７
、
０
０
０
件
（
平
成

24
年
度
）
と
な
り
、
人
口
比
０
・

２
８
（
新
庄
市
／
朝
霞
市
）
を
考

慮
し
て
も
、
新
庄
市
の
窓
口
業
務

を
大
き
く
改
善
し
な
く
て
も
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
「
親
切
な
接
客
」
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、
朝
霞
市
で
は
フ
ロ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
人
材
派
遣
会
社
と

の
業
務
委
託
契
約
）
を
２
名
、
総

合
窓
口
に
配
置
し
、
来
庁
者
の
誘

導
や
職
員
と
の
連
携
構
築
に
よ

り
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
窓
口

運
用
と
案
内
業
務
が
図
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
親
切
で
丁

寧
な
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
対

応
は
来
庁
者
か
ら
好
感
が
持
た
れ

て
い
る
と
の
事
だ
っ
た
。
新
庄
市

に
お
い
て
は
、
本
庁
舎
玄
関
左
側

に
総
合
案
内
を
設
置
し
来
庁
者
へ

の
案
内
や
各
課
に
お
い
て
も
迷
っ

て
い
る
方
へ
の
積
極
的
に
声
掛
け

を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ
た
が
、
職

員
研
修
な
ど
を
通
じ
て
更
な
る
接

客
態
度
の
向
上
に
努
め
て
頂
き
た

い
。
同
時
に
構
造
上
の
制
約
も
あ

る
が
、
総
合
案
内
窓
口
は
来
庁
者

か
ら
見
て
も
、
中
の
職
員
か
ら
見

て
も
お
互
い
に
見
え
難
く
、「
よ

り
開
か
れ
た
行
政
」
を
図
る
工
夫

は
出
来
な
い
も
の
か
検
討
の
余
地

が
あ
る
。

　
審
議
中
で
あ
る
が
、
本
庁
舎
の

耐
震
診
断
結
果
を
踏
ま
え
危
険
性

の
除
去
が
最
優
先
と
さ
れ
る
中
、

築
50
年
を
経
過
し
た
同
庁
舎
の
更

新
は
早
く
て
も
15
年
後
位
と
推
測

さ
れ
る
。
新
し
い
庁
舎
を
設
計
す

る
上
で
、
市
民
と
行
政
の
垣
根
で

も
あ
る
窓
口
業
務
の
効
率
性
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
回
の
視
察
を
十
分
踏
ま
え
た
議

論
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
感
じ
た
。

【
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
】

○
日
程　
10
月
29
日
〜
10
月
30
日

○
議
員

　
奥
山　
省
三　
佐
藤　
義
一

　
佐
藤　
悦
子　
伊
藤　
　
操

　
佐
藤　
卓
也　
平
向　
岩
雄

　
遠
藤　
敏
信　
山
口　
吉
靜

　
森　
　
儀
一　

○
視
察
地
及
び
項
目

　
1
．
新
潟
県
新
発
田
市

　
　
　
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
2
．
新
潟
県
見
附
市

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
総
合
特
区

○
所
感

　
新
発
田
市
の
食
の
循
環
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
は
、市
民
、事
業
者
、

市
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
食

の
大
切
さ
を
意
識
し
、
食
の
環
境

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理

解
し
合
い
、
行
動
す
る
こ
と
で
、

食
の
環
境
の
流
れ
を
再
生
し
、
そ

の
循
環
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
く
も
の
で
す
。
最
終
的
に
は

健
康
で
心
豊
か
な
人
材
の
育
成
、

産
業
の
発
展
、
環
境
と
の
調
和
、

町
の
賑
わ
い
等
の
地
域
の
活
性

化
、
市
民
生
活
の
質
の
向
上
を
目

指
す
も
の
で
し
た
。

【
運
動
で
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
】

　
長
寿
社
会
を
創
造
す
る
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
総
合
特
区

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子

高
齢
化
の
社
会
に
向
け
て
、
歩
く

こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
で
、「
健

幸
で
元
気
な
ま
ち
」
を
構
築
す
る

と
い
う
も
の
。
健
康
作
り
に
無
関

心
層
を
含
む
住
民
の
行
動
変
容
を

促
し
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進

ん
で
も
持
続
可
能
な
先
進
予
防
型

社
会
を
創
り
、
地
域
活
力
の
沈
下

を
防
ぎ
、
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
す
。

　
新
発
田
市
は
子
供
の
頃
か
ら
の

食
の
循
環
の
教
育
、
見
附
市
で
は

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
、
長
寿
社
会

に
向
け
て
の
健
康
増
進
の
取
り
組

み
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

　 
視
察
報
告
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議会 報 告会 に行 こ う ！

報告会の日程

【議会改革推進委員名簿】

■平成26年３月定例会の議会報告について（質疑応答）

　いったい、なぜ「議会報告会」が必要なのでしょうか。 
  
　市民の皆様から、「議会の活動がよく見えない」というご意見をいただきます。
　本年１月１日に施行されました「新庄市議会基本条例」は、「市民とともに歩む議会」「開か

れた議会」の実現を目指し、議会の能力を高めながら、市民の福祉向上に貢献し
ていくことを約束しています。 
　そのため、新庄市議会はより市民との接点を充実させ、議会活動をより多くの
皆様に理解していただく必要があります。その約束を実現するための活動のひと
つが、市民に議会の取り組みを報告し、参加者と意見交換などを行う「議会報告会」
です。 

　「議会報告会」は、これまでご参加いただいた中の９割以上の皆様方から高い評価をいただ
いており、「議会の仕事が理解できた」、「議会報告会の意義を感じることができた」、「さらに
議会が躍動することを望む」などのご意見をいただいております。

　６月５日、６日に開催します第５回議会報告会に、多くの市民の皆様の参加をお待ちしてお
ります。

　議会改革を継続的に推進してい
くため、議会改革推進委員会を設
置しました。市民にわかりやすい、
開かれた議会を目指してがんばり
ます。

○開催日時と会場
会　　　場 班開　催　日 時　　　間

６月５日（木）

６月６日（金）

Ｃ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｂ

午後７時００分
　　　　～８時３０分
（午後６時３０分開場）

萩 野 地 区 公 民 館
八 向 地 区 公 民 館
新 庄 市 民 プ ラ ザ
わ く わ く 新 庄
雪 の 里 情 報 館

遠　藤　敏　信
佐　藤　卓　也
佐　藤　悦　子
小　関　　　淳
下　山　准　一
新　田　道　尋
森　　　儀　一

委　員　長
副 委 員 長

委　　　員

議会改革推進委員会を
設置

Ａ班　小関　淳、平向岩雄、
　　　石川正志、下山准一、
　　　佐藤悦子、沼澤恵一
Ｂ班　小嶋冨弥、奥山省三、
　　　遠藤敏信、清水清秋、
　　　伊藤　操、佐藤義一
Ｃ班　森　儀一、小野周一、
　　　山口吉靜、新田道尋、
　　　佐藤卓也、髙橋富美子



（15）　しんじょう市議会だより　№124

体育施設の整備改修計画に質疑集中！
　３月定例会の平成26年度当初予算審査を見据え、総務文教委員協議会及び全員協
議会が昨年12月と本年２月に開催されました。
　その際、社会教育課から平成26～28年度の体育施設整備改修計画についての説明
があり、内容としては、平成26年度にテニスコートの改修及び体育館の耐震補強の
実施設計、27年度に体育館の改修と陸上競技場の実施設計、28年度に陸上競技場の
改修を行うというものでした。想定される総事業費は、それぞれ概算で、テニスコー
ト１億8,300万円、体育館４億1,900万円、陸上競技場３億8,300万円です。財源の
一部として、改修にはtotoによるスポーツ振興助成が充てられるとのことです。

　委員から、「体育館や陸上競技場の改修は理解できるが、なぜテニスコートの改修
が一番先なのか。」といった優先順位を疑問視する質問や意見が相次ぎ、社会教育課
からは以下のような説明がありました。

【市側の説明】
　新庄市が考える喫緊の体育施設整備・改修の優先順位
　 ①体育館　　②陸上競技場　　③テニスコート
しかし・・・

•体育館と陸上競技場の改修には、前段で実施設計が必要である。
•totoによるスポーツ振興助成を有効に活用したい。

•実施設計の必要がないテニスコートを平成26年度に改修。
•財政負担の平準化を勘案し、体育館は平成26年度実施設計を行い、平成27年度に
改修。
•陸上競技場は平成27年度に実施設計を行い、平成28年度に改修する。

　事業の是非を問う審査が、３月定例会の予算特別委員会で行われ、賛否両論さまざ
まな意見が出される白熱した審査になりましたが、平成26年度一般会計当初予算は
本会議において賛成多数で可決しました。

このことから・・・

政務活動費の報告

審査
白熱

開 成 の 会 （５人）
絆　の　会 （６人）
市民・公明クラブ （５人）
無　会　派 （１人）
無　会　派 （１人）

310,000
375,000
300,000
60,000
35,000

250,990
363,700
197,830
41,200

0

調査研究費
政務調査費
（円） 資料購入費等 その他経費 支出合計 返納額（円）

支　　　出（円） 残額（円）

49,307
6,000

18,800
0

5,300
4,000

0

300,297
375,000
201,830
60,000

0

9,703
0

98,170
0

35,000

※残金については、市に返納しました。

ど
ん
な
こ
と
が

  

話
し
合
わ
れ
て

　
　
　
い
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ん
だ
？

…
…
な
る
ほ
ど
！
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６
月
６
日（
金
）　
開
会

　
　
７
日（
土
）　
休
会

　
　
８
日（
日
）　
休
会

　
　
９
日（
月
）　
一
般
質
問

　
　
10
日（
火
）　
一
般
質
問

　
　
11
日（
水
）　
常
任
委
員
会

　
　
12
日（
木
）　
常
任
委
員
会

　
　
13
日（
金
）　
休
会

　
　
14
日（
土
）　
休
会

　
　
15
日（
日
）　
休
会

　
　
16
日（
月
）　
最
終
日

　
請
願
締
切
５
月
27
日（
火
）ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
一
般
質
問
者
数
に
よ
り
若
干
日

程
が
変
わ
り
ま
す
。

　
長
か
っ
た
冬
か
ら
よ
う
や
く
開
放

さ
れ
、
何
か
し
ら
明
る
く
、
ま
た
一

抹
の
さ
び
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
３

月
、
こ
の
季
節
は
ま
た
涙
の
似
合
う

季
節
で
も
あ
る
。
卒
業
、
旅
立
ち
、

巣
立
ち
と
、
友
と
の
別
れ
、
親
子
、

兄
弟
と
の
別
れ
、そ
し
て
感
謝
の
涙
、

親
の
子
を
想
う
慈
し
み
の
涙
、
と

様
々
な
涙
と
出
会
う
が
決
し
て
別
れ

の
淋
し
さ
と
ば
か
り
で
は
な
い
、
新

し
い
日
々
へ
の
不
安
と
期
待
の
涙
で

も
あ
り
そ
う
だ
。

　
雪
の
下
で
長
く
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
た
大
地
が
耕
起
さ
れ
、
む
せ
返
る

様
な
湯
気
を
発
し
息
吹
を
吹
き
返

し
、
己
の
存
在
を
叫
ぶ
。
や
が
て
そ

の
大
地
に
水
が
張
ら
れ
苗
が
植
え
つ

け
ら
れ
一
面
の
緑
の
世
界
を
見
せ
て

く
れ
る
、
雪
国
新
庄
に
生
き
て
い
る

こ
と
へ
の
実
感
と
感
謝
を
想
う
と
き

で
も
あ
る
。

　
旅
立
つ
若
者
た
ち
よ
、
君
ら
も
秋

に
は
穂
を
た
れ
る
稲
の
よ
う
に
大
き

く
実
っ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
そ
の
若

者
達
を
育
ん
で
き
た
大
地
よ
、
今
年

も
豊
穣
で
あ
れ
と
祈
る
。

　
　
　
議
会
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
佐　
藤　
義　
一

■発　行／山形県新庄市議会　  ■編　集／議会報編集委員会
環境にやさしい植物油インキを使用しています

どなたでも議会を傍聴することができます。
当日直接議会事務局にお越しください。受付
簿に住所・氏名を記入していただく他は、面
倒な手続きはありません。
（傍聴席に限りがありますので、団体の場合は
　　　　事前に議会事務局までご連絡ください。）
３月定例会の傍聴者数は２人でした。

議会を傍聴しませんか
－市民の皆さんの意見が反映されていますか－６

月
定
例
会
の
予
定

　
長
か
っ
た
冬
か
ら
よ
う
や
く
開
放

さ
れ
、
何
か
し
ら
明
る
く
、
ま
た
一

あ
と
が
き

　新庄市議会では、「市民に開かれた議会」をめざし、９月定例会から本
会議の模様をインターネットで中継しています。
　議会へ傍聴にお越しになれない市民の皆さんのため、自宅等にいながら
議会の生中継及び録画中継をご覧になることができるようになりました。
　録画中継についてはいつでも見ることができるので、市ホームページの
議会のサイトにアクセスしてください。

１
．
募
集
内
容

　
新
庄
市
の
行
事
や
風
景
等
で
、
必

ず
人
物
が
写
っ
て
い
る
写
真
作
品
。

２
．
応
募
規
定

　
写
真
は
次
の
①
〜
⑤
全
て
に
該
当

す
る
も
の
で
、
各
時
期
の
議
会
だ
よ

り
に
つ
き
１
人
２
点
ま
で
応
募
で
き

る
も
の
と
し
ま
す
。

①
応
募
者
本
人
が
新
庄
市
内
に
お
い

て
撮
影
し
た
も
の
。

②
他
の
媒
体
な
ど
に
応
募
し
て
い
な

い
も
の
（
未
発
表
の
も
の
）。

③
メ
ー
ル
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
等
の
デ
ー
タ

（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
G
形
式
）
で
提
供
で
き

る
も
の
。

④
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
物
の
許
可

を
得
て
い
る
も
の
。

⑤
Ａ
４
縦
の
表
紙
に
サ
イ
ズ
が
あ
う

も
の
。

※
詳
し
く
は
、Ｈ
Ｐ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本会議の模様をインターネットで中継しています




